
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 小計 合計
大妻教養講座 1 キャンパスライフとメンタルヘルス 2

女性と健康 2

コンピュータ基礎A 2

コンピュータ基礎B 2

キャリアデザインⅠ 2

映像・演劇の世界 2

子どもの世界 2 SDGsと現代社会 2

宇宙の科学 2

スポーツB 1

教養特殊講義 0

英語ⅠA 1 英語ⅡA 1

英語ⅠB 1 英語ⅡB 1

英語ⅠC 1

英語ⅠD 1

人間共生総論Ⅲ 2

社会福祉学概論Ⅰ 2

社会福祉学概論Ⅱ 2

人間共生総論Ⅳ 2

社会学概論Ⅰ 2

心理学概論Ⅱ 2

人体の構造・機能・疾病 2 高齢者福祉論 2 社会保障Ⅰ 2

介護福祉論 2 社会福祉調査の基礎 2 福祉レクリエーション援助論 2

ソーシャルワーク論ⅠーA 2 児童・家庭福祉論 2 介護とケアマネジメント 2

心理学と心理的支援 2 ソーシャルワーク論ⅠーB 2

社会学と社会システム 2 地域福祉論Ⅰ 2

障害者福祉論 2

公的扶助論 2

刑事司法と福祉 2

社会的養護論 2

福祉レクリエーション論 2

ソーシャルワーク論ⅡーA 2

ソーシャルワーク論ⅡーB 2

医療福祉論 2 社会福祉学特別講義 2

社会保障Ⅱ 2

ソーシャルワーク論ⅢーA 2

ソーシャルワーク論ⅢーB 2

権利擁護と成年後見制度 2

地域福祉論Ⅱ 2

福祉サービスの組織と経営 2

女性支援論 2

社会福祉学基礎セミナーⅠ 2 相談援助演習Ⅰ 1 社会福祉学セミナーⅠ 2 社会福祉学セミナーⅢ 2

社会福祉学基礎セミナーⅡ 2 相談援助演習Ⅱ 1 社会福祉学セミナーⅡ 2 社会福祉学セミナーⅣ 2

ソーシャルワーク実習指導 1 相談援助演習Ⅲ 1 卒業論文 4

相談援助演習Ⅳ 1 相談援助演習Ⅴ 1

相談援助実習事前指導 1

相談援助実習事後指導 1

相談援助実習Ⅰ 1

相談援助実習Ⅱ 4

福祉レクリエーション援助技術 1

39 22 22 19 16 16 20 3 8

　　　　　 は必修科目。

注1：基礎科目の女性とキャンパスライフの「大妻教養講座」「大妻教養講座Ⅱ　卒業生から学ぶ」以外の2単位以上、リテラシー、キャリアから各2単位以上。教養科目の人間と文化、社会と生活、自然と科学から各2単位以上、スポーツから1単位以上。

注2：基礎科目、教養科目、外国語科目、地域文化・国際理解科目の中から、必修科目と選択必修科目で履修した科目以外に6単位以上。

注3：「人間共生総論Ⅲ」「社会福祉学概論Ⅰ」「社会福祉学概論Ⅱ」以外に6単位。

注4：基礎科目「健康福祉論」「心理学と心理的支援」「社会学と社会システム」「社会福祉調査の基礎」「ソーシャルワーク論Ⅰ－B」「地域福祉論Ⅰ」「児童・家庭福祉論」「障害者福祉論」「女性とキャリア」、応用科目「医療福祉論」「社会保障Ⅱ」から4単位以上。

注5：専門教育科目の選択科目から58単位以上。なお、選択必修科目で卒業要件単位数を超えて修得した単位数は、選択単位に含むことができる。
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門
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育
科
目

基礎科目 10

必修
26単位

＋
選択必修
4単位以上
（注4）

＋
選択

58単位以上
（注5）

40

88

応用科目 18

実践科目 16 30

必修
6単位

＋
選択

6単位以上
（注3）

12

教
養
科
目

6学部共通科目

社会と生活

全
学
共
通
科
目

外国語科目 6

26

リテラシー 4

キャリア 2

地域文化・国際理解科目 0

5

4

基
礎
科
目

スポーツ 1

2

4年

人間と文化

自然と科学

1

必修
7単位

＋
選択必修

13単位以上
（注1）

＋
選択

6単位以上
（注2）

女性とキャンパスライフ

6

2

【資料2-3：履修モデル】福祉学科　①ソーシャルワークモデル（子どもから高齢者までの個人や地域全体を支援するソーシャルワークを学び、公務員や福祉施設の相談員を目指す）

科目区分
必修
単位

卒業
要件

1年
単位

2年
単位

3年
単位 単位 履修単位数

〈推奨資格：社会福祉士〉
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